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エデ ィプ ス ・コン プ レ ッ ク ス神 話的 ・悲 劇 的 背 景

1.ホ メ ロス が 語 るエ デ ィプ ス伝 説

Oedipuslegend(エ デ でプ ス伝 説)は,ギ リシ ャに あ らわれ た最 初 の吟遊詩 入で あ る前

9世 紀頃 の小 ア ジアのキオ ス(あ るいは ス ミュル ナ)で 生 まれたHomer(Homeros)の

IliadとOdysseyに 見出 され る。 その物 語 を,Sophoclesが ドラマ化 してKingOedipus,

OedipusatColonus,AIltlgolleが 出来た のであ るが,SoPhoclesの ものが一番 手が こんで

い る。

Homerは,Sophoclesの もの程,そ の物 語を 語 り尽 してい ないが,彼 の詩 には,こ の

Oedipuslegendを 暗示 す る個所 が 散見 され る。

Homerの 語 ると ころによ ると,OedipusはLaiusを 殺 し,～:と 結婚 す るので あるが,

その 母をEpicastaと してい る,、Thebesの 王に なる くだ りは同 じであ る。 そ して,間 も

な く神が,彼 の 出生 の秘密 を明か し,Eと 王 妃の2入 は,自 分 らの罪(sin道 徳 上 の罪)

を 知 るとい うこ とに な ってい る。 そ してEpicastaは,自 ら 首を くくって 自殺 す るが,

OedipusはThebesの 支配 統治 を続 け る。 そ して,生 涯 彼 は,母 の亡霊 と罪悪 観 に常 時な

やま され,そ の ・「・了責 の念 に うちのめ され る。 そ して,彼 はた また ま戦争 で死 に,彼 の葬式

は,彼 の名誉 の 中に送 られ るとい うの であ る。

Oedipuslegendは,正 に,何 世紀 に もわた って 占代英 雄伝説 と してひ ろま り,Homer

によ って語 りつが れ た。 そ して 発展 し,最 後 には悲劇 詩人作家 の手 に よって改作 され た。

こう して,Oedipuslegendは,ThebanPlay(テ ーベ伝説 によ る劇)の 中核 とな るのであ

るが,こ のテ ーベ に まつわ る話 は,Sophoclesに よ って最 も完成 の形を みた。

すなわ ち,Oedipusと 彼の家族 は,カ ドモ スの系統 を ひ くThebesの 王 家 に関す る伝 説

の中心的 人物 で あ る。 古代 ギ リシ ャに於て は,彼 らに まつ わ る物語 では,Trojan戦 争 に

ついて の物 語 に対 して のみ一流 であ るが,エ デ ィプ ス伝説 に関 して は,そ のPopularityは

二 流品で あ ったが,詩 入や劇 作家 に とって は,そ の考 え方,思 想 の 結 実へ の源 泉 とな っ

た。Sophoclesは,他 の悲劇作家 と同様,既 に観 衆 にな じみ深 い神話 的テ ーマを取扱 い,

独 特 の手 法で,Thebanlegends(テ ーベ伝 説)を 劇化 した。

先述 のHomerは,吟 遊詩 人 と して 各地 を旅 した以外 にはその伝説 は な く,占 典 時代 に

はすで に伝説 的人物 とな っていた。 それ で,Sophoclesの 時代 に,彼 の実在性,及 び彼の

二 大詩IliadとOdysseyの 真 の作者 か否か は既 に疑 問 にな って いた。18世 紀末,ヴ ォル

フが この疑 問を解 き明 さん と し,「 ホ メロス問題 」 に疑 問を投 じ,19世 紀ギ リシ ャ文献 学

の一 大 問題 とな った。

心理学 の分野 では,Freud,S。 がか くしてMythologyに 興味 を もち,こ のOedipus伝

説を も とに 「Oedipuscomplex」 な る概 念を提 出 した。 当時彼の共 同研究者 だ ったC.G.

Jung,も 同 じ様 に神 話 を問題 と し,ア ガ メム ノンの神話 か ら ヒン トを 得て,こ のEdipus

complexか ら 「Electracomplex」 な る ものを分離 した。

私 は ここで,19世 紀末 か ら20世 紀始 め にか けて,文 献学 の 方か らpopularに な った こ

のOedipuslegendと,FreudやJungが,こ の神 話に あた って 見た エデ ィプ ス伝 説を,

も う一度 明 るみ に出す ことによ って その神話 的背景 を探 りたい と思 う。 この エデ ィプ ス伝

説は,異 説 が沢 山 あ り,ヴ ォル フが 「ホ メロス」を 問題 と した と同 じよ うに困難 な点が あ

るが,諸 説 を もも り込 み,そ して,Freudが 言 って い る 「Edipuscolnplex」 に1ま,ど のよ

うな神 話的 モデルが あ ったか とい う,ギ リシャ悲劇 に於 け る人間性 とい うものを考 えてみ
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た い と 思 う。 す な わ ち,エ デ ィ プ ス ・ コ ン プ レ ッ ク ス の 神 話 的 背 景 は ど の よ う な 人 間 が 織

り な す 心 理 的 な 関 係 と 状 況 を も つ の か,と い う エ デ ィ プ ス ・ コ ン プ レ ッ ク ス の 神 話 的 モ デ

ル を 探 ろ う と す る も の で あ る 。 こ の 神 話 的 モ デ ル に よ っ て,人 間 性 の 如 何 な る 側 面 が 露 呈

さ れ る か が,こ れ か ら の 問 題 で あ る。

さ て,Oedipus伝 説 は,Homer以 前 の 遠 くか ら あ り,そ れ は,1つ の テ ー ベ 伝 説 を 形 成

して い た 。 そ して,ギ リシ ャ 古 典 期 に,こ の 同 じ題 材 を,Aeschylus,Sophocles,Euripides

が,様 々 に 変 形 して 劇 化 し た 。 正 に,ギ リ シ ャ の 劇 作 家 の 多 くは,テ ー ベ に ま つ わ る 伝 説

(Thebancycles)か ら,劇 の 筋(plot)と 配 役(characters)を 構 成 し て,悲 劇 を 書 い た 。

勿 論 こ の 悲 劇 は,デ ィオ ニ ソ ス 祭 礼 か ら発 展 して 来 た も の で あ る か ら,そ の 初 あ,デ ィ オ

ニ ソ ス 崇 拝 が 異 端 的 な も の で あ っ た か ら,そ の 物 語 の 筋 は,諸 説 あ る 伝 説 と して あ っ た こ

と が 考 え ら れ る 。 三 大 悲 劇 作 家 の う ち,一 ・番 心 理 分 析 が 進 ん で 手 の こ ん だ 手 法 で 仕 上 げ た

の はSophoclesで あ っ た 。 彼 は 物 語 を こ ま か く,筋 の 通 る 様 に 仕 上 げ た 。Sopholcesに は,

KingOedipus,OedipusatColonus,Autigolleの3つ の 劇 が あ る が,そ の 他 に ま だ2つ 現

存 して い る 。

1.TheSevenagainstThebesofAeschylus「 テ ー バ イ へ 向 う7将 」

(Aeschylus:HeptaepiThebes,SeptemcontraThebas)

… …EteoclesとPolynicesの 間 の 戦 記 物 語
。 こ れ は,テ ー ベ の 王 家(Thebanroyal

family)の 諸 運 命 を も と に した 四 部 劇(tetralogy)で,唯 一 の 現 存 の 劇 で あ る 。 こ

の 四 部 劇 の 他 の 劇 は,2つ の 悲 劇(LaiusとOedipus)と サ チ ー ル 劇(satyr-play,

TheSphinx)が あ る 。

2.ThePoeilissaeofEuripides「 ポ イ ニ ー キ ア の 女 た ち 」(Euripides:Phoinissai,

Phoenissae)… … 兄 弟 間 の 不 和 抗 争 を 扱 っ て い る 。 が,こ れ で は,こ のOedipusの

子 供 の 兄 弟 が 戦 争 を して い る 時 に は,OedipusとJocastaが 共 に ま だ 生 て い る こ と

に な っ て い て,伝 説 的 に は,ま た そ の 異 説 改 作 を 示 す 。

ILソ フ ォク レスが語 るエデ ィプ ス伝説 一 「エデ ィプ ス王」物語

Oedipus(C)idipus)は テ ーバ イの創建者,カ ドモ スの後衛で,そ の系 譜 は,カ ドモ スー

ポ リュ ドー ロスー ラプ ダ コスー ライオ スー オ イデ ィプー スで あ る(図1参 照)。 母 は カ ド

モ スが播 いた竜 の牙か ら生れ た スパル トイ族 の一 人 エキーオー ンの子孫 メノイケ ウスの子

クレオー ンの姉妹 イオ カステー(ホ メー ロスで はエ ピカステー)で あ る。Oedipusを め ぐ

る悲壮 な近 親相姦 と血族 相剋 の英雄伝説 は,彼 を主人公 とす る救事詩 「オイデ ィポデ ィァ

Oidipodeia」(現 存せ ず)と ア ッテ ィカ悲 劇(Sophocles,Euripides)の 創 り出 した もので あ

る。 しか し,Sophoclesが 扱 ってい る ものが,通 常標準 的で ま とま ってい る。

さて,ラ プダ コスの死後 ライオ スが テーベ の王 国 を継 いだが,そ れ 以 前,彼 が亡命 して

ペ ロプ スの宮廷 にあ った時,彼 はペ ロプ スの子 ク リュー シ ッボ スに恋 して彼 女を さらった

ため呪 いを うけた。 これ が テー一バ イ王 家 の不幸 の始 りで あ る。

Troy遠 征 の約60年 前,こ の ことによ り,ア ポ ロー ンは,「 ライオ スに男 子を も うけるべ

か らず,生 れた男 子は,い つか父 親殺 しとな り,彼 の母 と結婚 す る様 に運命づ け らるべ し」

と,DelphiのApolloの 神 託を下 した。 さ らに,そ の男子 は,一 家 の破滅 の原 因 とな ろ う

と も言 った といわれ る。 しか し,Laiusは,神 の言葉 も聞かず,妻 と交 わ って子供 が生れ

た。(あ るいは,LaiusとJocastaの 間 には,子 供 がなか った。 それで,子 供を授 けて も
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図.テ ー バ イ 王家 の 系譜(祖:イ ー ナ コス)
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ら うよ う,ア ポ ロ ンの神 託 をす る と,「 生れ た男児 は,父 親を殺 し,母 親 と結婚 す るで あ

ろ う」 とい われ た。 そ うこ うす る うちに,2人 の間に 子供が生れ た。)

LaiusとJocastaは,あ の警告 的予言(神 託Oracle)を 恐 れ,こ の 予言 を避 け るべ く1

つ のプ ラ ンをねつ造 した。 ライオ スは その赤 児の踵(又 は足,又 は脚)を 鉄 の ピンで 貫い

て とめ,彼 を這 い まわ らない様 に し,ひ そか に彼 を臼国 の羊飼 いに渡 し,捨 て児 と して キ

タイ 　一 ンの山中 に さら して死 なせ る様 に命 じた。(一 一説 に は,子 供を 籠に入れ て海 に棄

て させ た)

この羊 飼 いは,あ われみ深 い男 であ ったので,無 邪気 の赤児 に憐 欄 の情 を感 じた。彼 は

山 まで行 ったが,Corinthの 牧 夫の友 人 に,子 供 の素 姓を 明か さないで,子 供 を くれ てや

った。彼 は,こ の子を,Thebesか ら遠 く離れ た ところへ連れ て行 く様 に,Corinthianの 牧

夫 に頼 んだ後,彼 は,王 の命 令通 りにや りま した とLaiusに 報告 した。

牧 夫 は,Corinthの 王,Polybusの 下 僕で あ った。 彼 は家 に帰 ると,赤 児を工 の所 へ連

れて行 き,田 舎で孤 児を みつ けた と彼 に言 った(一 説 には,山 に棄て られ た後,牧 人がひ

ろ うことにな って い る)。polybusと 彼の妻Merope(メ ロペー。 メ ドゥーサMedusa,ベ

リボイ アと もい う)は 子供 がなか った。彼 らは,赤 児を 自分 の子に し,彼 を,そ の時,子

供 の足(pod)が,傷 で腫 て(oidein)い たので,Oidipus("Swollen-Foot"腫 れ た足)と 呼

ん で育 て た(こ の時 まで におそ ら く羊 飼 いが,ピ ンを抜 き縄 を解い た)。 幸福 な夫 妻は,

彼 を息 子 のよ うに愛育 し,彼 をCorinthの 王子 に した てあ げた。

彼 は成入 して,奪 われ た馬を探 しに出か けて,知 らずに実 父 ラー イオ スに出遇 った とも
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い うが,悲 劇 では さ らに複雑 にな ってい る。

Oedipusが 青年 にな った時,彼 は,Polybusは 彼 の実 の父 でない とい う漠 然 と した噂を

聞いた(あ るいは,友 達 と争 った時,彼 は偽 りの子で あ ると罵 られ た)。 この話 は彼を悩

ませ た。 す ぐ疑 問 にな って,父 母 に真 実を正 した ところ,う ち あけず あい まい に した(あ

るい は,事 実 を打 ち明 けた)。 それで,真 実を神 託か ら学ぶ ため にDelphiに 行 った。彼 の

質 問 の反 応 に,theoriginalprophecy(「 お前 はお前 の父 を殺 し,母 を 妻 と して結 婚す る運

命 にあ る」)と の答 を得た。Oedipusは,PolybusとMeropeが,彼 の両 親で あ ると信 じ

てい たので,こ ん な 予言が 出 ると彼 らを傷 つ けた くなか った。彼 は,彼 らが生 きて い る間

は,Corinthに 帰 らな い決 心を した。

か くして彼 は,ギ リシ ャのあち こちを旅 し,た また まThebesの 近 くにや って来 た。 テ

ーベ は その時 ,ど うもうな 怪物 の スフ ィン クス(Sphinx)に よって 荒 らされ て いた。

Oedipusは,三 又路(acrossing-road)で,幾 人かの従者 を従 えた二 輪馬車 に乗 った一人

の老 人 に出会 った。 それ は,テ ーベか ら,怪 物 を取 り除 く方 法を 見出 さん とDelphiに 行

く途 次 のLaiusで あ った。(こ の選 遁 の場所 について も,ラ ピュステ ィオ ンLaphystion,

ポ トニ ア イPotniai,ダ ゥ リスDaulisと テー バ イか らの道が デル ポイへ の道 に合 す る所 と

の異説が あ る)。

とにか く車が すれ違 えな いあ る狭 い道 で,車 に乗 った ライ アスに出会 った。 ラー イオ ス

の従者 ポ リュポ ンテ ー ス(ま たは ポ リュポイテー ス)が 道 をあ けよ と命 じた。Oedipusは

それ に従 わず,彼 の戦車 の馬 のなか の一 頭を殺 した。(あ るい は,ど ち らもか っとな って

しま って,道 を あけ よ,い や明 けない,と い うことで 論争 か ら喧 嘩 にな った)Laiusは

Oedipusを 侮 辱 し,殴 打 した。Oedipusは 防 戦 し,王 と従者 を殺 して しま った。 彼 は,犠

牲 者 の名前を知 らず に,テ ーベへ の道 を とり続 けた。

この時,ス ピン クスは,ピ ーキ オ ンPhikion山 上に坐 し,一 つの声 を もち,朝 に 四足,

昼 に二足,夜 に三足 にな る ものは な にか(あ るいは,二 入の姉妹 で,一 方が他 方を生 み,

また反対 に他 方が い ま一 つの方を生 む のは何か)と い う謎(こ れ を ムーサか ら教わ った と

伝 え られ る)を テ ーバ イ人にか け,こ れ を解 くことが で きなか った者 を取 って食 った。一・

説 に よる と,ア ンテ ィゴ ネー の許婚 者で,ク レオー ンの子 のハ イモ ー ンもその犠牲 にな っ

た とい う。

Laiusの 不在 の間,Jocastaの 弟が摂 政を して いた。 その間 に,Laiusが 山 中で盗賊 に

逢 い,皆 殺 しに された とい う報 が入 った。Sophoclesに よる と,そ れ を知 らせた のは あの

羊飼 いで,王 な き後,田 舎 に引 きこ もって しま った。 摂政 にな ったJocastaの 弟Creon

は,ス フ ィンクスのわ ざわい を避 け るため,そ の謎 を解 いた ものは,「 王 国 と妻 の イオカ

ステ ーを与え らるべ し」 と布 告 した。

一 方 ,テ ーベ の郊外 のPhikio11山 の岩 の上で,Oedipusは スフ ィン クスに出会 った。彼

は,こ の謎 は人間で,そ の心 は赤児 の時 に這 って歩 くか ら四足,成 人 して二 足,老 年 にな

って杖 を加 え るか ら三 足で あ る(他 の謎 の答 え は,昼 と夜)と 解 いた。 スピ ンクスは岩 山

よ り身 を投 じ死 んで しまった。 テーバ イの人 々は,彼 を偉 大な英雄 と して 歓呼 して 迎 え

た。Thebesの 人 々は,Laiusが,は か らず も山賊 に殺 されて 死 して いたの で,Oedipus

を新 しい王 に した(こ の時,Creonは 国を思 う情が 強 く,王 位 を うば う気 はな く,王 には

な っていなか った)。OedipusはJocastaと 結 婚 した。 やがて,彼 女 との問 に,4人 の子

供が 出来 た。 男 児は,エ テオ ク レー ス(Eteocles)と,ポ リュ ネイケー ス(Polynices)の
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2人,女 児 は イス メー ネー(Ismene)と ア ンテ ィゴ ネー(Antigone)の2人 で あ る。古 い

伝え では,こ れ らの子が生れ たの は,イ オ カステーの死後 姿 ったエ ウ リュガ ネイア(あ る

い はエ ウ リュアナ ッサEuryanassa,ヒ ュペルパ ー スHyperphas,ま たはペ リパ ー スPeri-

phasの 娘)か らであ ると されて い る。 こう して,originalprophecyは 完遂 され た。

Oedipusは,次 代 の数年 の間,賢 明 に誠実 に統治 した。 そ してThebesは 繁栄 した。 し

か し,突 然 に恐 ろ しい疫病が市 を襲 った。 そ して 国土 は荒廃 した。Thebesの 市民 は,以

前 ス フ ィン クスを退治 し,テ ーベを救 って,偉 大 な政 治を した エデ ィプ ス王な らば,こ の

疫病 を も退治 して 下 さるこ とがで きる,と い って,嘆 願 に王宮 に集 る。

彼 は,Delphiに 使者 を派遣 してApolloの 神 に助 言を求 めた。神 託 によ って,Laiusの

殺害 者 の復讐 を遂 げ ないで許 して い るい まわ しいThebesを,ApPolloの 神 が許 さず罰 し

て疫病が はや ったのだ,と い うことを知 った。OediPusは,こ の罪 人を見 つ け出す決 心 を

す る。私 の義務 は,国 を守 り,Laiusの 霊 にむ くい るこ とだ,と 彼 はい う。 そ して,犯 人

は,そ の手 を私 に まで 向 けて来 るで あ ろう,と まで い う。 そ して市民 を集 めて,犯 人捜査

をや ったが,一 人 も犯人 ら しき もの は 出て こな い。 そ こでOedipusは,予 言者Tiresias

の 力を借 りるた め,彼 を召 び 出す。Oedipusは,こ の予言者 は何で も知 って い るのだ,と

い って ほめ る。 そ して,疫 病か ら市 を救 って くれ,犯 人を あてて くれ と頼 む。Tiresiasは

何 も知 らない と言 いは る。Oedipusは,黙 って い ると為 にな らない そ とお どす。 そ して,

何故,お どおど して い るの か,と いぶか って もみ る。予言 者 は,犯 罪事件 を一 切知 ってい

るこ とは事実 で あ る。 老 人 の予言 者 は,し か し何 も語 らない。Oedipusは,怒 って彼 を

責 め,犯 人 に同情 してい るのだ ろ うとい う。Tiresiasは,も う言 わ ざ るを得 な くな って

Oedipus自 身 こそ その殺 害者 で ある とい う。

Oedipusは,出 た ら目を言 った もの と思 って怒 る。 しか し,Tiresiasは,お ん身 こそ,

この罪一 す なわち,実 父を殺 し,母 と結 婚 して子供 まで も うけた い まわ しい道徳上 の罪一

を犯 したのだ と主張す る。 突然Oedipusは 考 え込む。 そ して,theoriginalprophecyに

考 えが及 ぶが,理 解 出来 な くてTiresiasがCreonと ひ そか に同盟 して,彼 を亡 き もの に

しよ う と して い るの じゃな いか と邪推 す る。彼 は叫ぶ 。Tiresiasは,い つ わ りの予言 を し

て い るのだ,お 前 は め くらだ,と 侮辱 す る。 そ して,お 前 は,予 言 者 の くせ に,Sphinx

の謎 に答 え るこ とが 出来 なか った大馬鹿 者だ とい って 罵 しる。 そ して,わ しの方が 目あ き

で,お 前 の方 が おいぼれ だ,と い う。

Tiresiasは,こ の非 難 に対 し,Oedipusこ そ盲 目だ とい う。 そ して,将 来 き っと,そ れ

が わか る時 が あるで あろ うと語 る。

「…… おん身 よ,落 着 き給 え,お ん身 には,お ん身 の男 とい う身分 の上 に,永 久 に残 る

いまわ しい とが め(科)が あるのだ。」 とコー ラスは語 る。

Oedipusは 彼 を退 去 させ る。 ここで,Sophoclesの`KingOedipus'で は,正 義 と真理 を

愛す る神Zeusの 神 意を頒詩 で伝 え る(FinatStasimon,Lines463-511)。

コー ラス(舞 踊団)の 長老達 は,殺 害 者 は,下 手 人 は誰 だ ろ うか しらとい う。 そ して,

Oedipusは,正 義 のため に この 世に生れ たのだ と詠 う。

「… …Delphiの 岩か ら天の声 が聞 え る。

血を流 させ た もの,殺 人行 為を や った ものの名 はわか らないか。

風 よ りも早 く馬で走 って 下手人 の下へ行 け。

Zeus(Apollo)の 息 子 よ……
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その男を打つ為 に駆け出せ。

彼の運命は閉 じられよ うよ。」

Oedipusは,自 分が無罪(innocent無 知)で あることをつぶや く。 「Tires三usが言 った

ことは何かの間違 いだ。私 は,そ んな もの じゃない」 と。彼は,い まや,Creonを 公然 と

非難 し,彼 こそ反逆者で,王 位 をね らっているのだ と言 う。Creonが,登 場 して,威 厳を

もって,Oedipusに 敵対す る為に,Triesiasと 共謀 して,王 位奪取をね らってい るのでな

い ことの潔 白を表明す る。 そんな嫌疑 には,何 の証拠 もない といって抗議す る。その証拠

と して,自 分は今だか って,王 にな らん とす る野心を抱 いた ことがない し,過 去にもなか

った事 をのべたてる。 不幸 にもOedipusは 余 りに怒 っていたので,こ んな理由には耳を

か さず,2人 は喧嘩になった。

∫ocastaが 出て来て,夫 と自分の兄妹の論争を終 らせよ うとす る。Creonは 自分が潔 白

であ ることを誓 う。Jocastaは,Oedipusに,彼 を信 じて くれ と乞 う。遂 にOedipusは 気

持 を和げ る。 しか し,妻 を不欄に思 っての ことで あって,決 してCreonを 信 用 しての こ

とではないとい う。

Creonが 去 った後,Oedipusは,Tiresiasが 自分 に言 った奇妙な告訴をJocastaに 語

る。彼女 は,彼 が その告訴 に悩んでいる(い や侮辱 され た)の を見て とり,予 言 とい うも

のは当 らないものだとい う。屡 々間違 ってい ることがあ るとい って彼 に自信 を取 りもどさ

せ ようと努 める。 一例 として,Jocastaは,昔 の予言をのべ る。 それ とい うのは,Laius

は自分の息子に殺 され るだろ うとい う父親殺 しの話で ある。 しか し,Laiusは,テ ーバ イ

の郊外 の山で盗賊 に殺 されたではないか と話す。 そ して,自 分の子 は,数 日生 きていただ

けで山に棄て られた後,こ の 世か ら消え うせ たと言 う。 こう話 を して,彼 女 は予言 や神託

に,わ ず らわ され る必要は少 しもないと言 って話を しめ くくった。

この物語 は,Oedipusを 動揺 させ る。彼 は,Jocastaに,ど こでLaiusが 殺 されたのか

と聞 くと三 又路 とい うだけでわか らない。Oedipusは,三 又路 で,か つて一人の男を殺 し

たことを想 い出す。彼 は,彼 女 にせ き込んで尋ねた。Laiusが,い つ,ど んな風に殺 され

どれだけの従者が その時いたか とも っと詳 し く話 して くれ と言 った。彼女 は,彼 の質問 に

全部答えた。 そ して それを知 らせた羊飼 いが,田 舎 にひ きこもっていることまでOedipus

はつきとめた。Oedipusは,そ の男を呼 び出す様に彼女 に頼み,彼 女 も同意 した。

Jocastaは,一 寸おか しい とい うことに感づ き,Oedipusに 何があるのか,打 明けて く

れ と頼む。彼は,少 し混乱 していたが,自 分はCorinthに 生 き,そ こで王子 と して養育 さ

れた次第をのべ る。 その うち,彼 は,Corinthの 王が 自分の本 当の父でないことを聞か さ

れたので,Delphiの 神殿へ,真 実を確かめ るために行 った。 す ると,神 託が,お 前は自

分 の父を殺 し,母 と結婚す る運命 にあ ると警告 したのだ。実 の両親だ と思 っていた人を傷

つけるのを避 ける為 に,私 は,Corinthに 帰 らない ことを誓 った。 その後間 もな く逢 った

人は,テ ーバ イ近 くの三又路で,数 人の従率を従えた一人の老人であ った。そこで喧嘩が

起 き,そ の老人 と従率 はOedipusを 攻撃 した。 それ で,自 己防衛 の為 に彼は彼 らを殺 し

た。 それか ら自分は,テ ーバイへ の道をと り続 けた。

ここまで話 した時,Oedipusは,彼 が殺 した老人 は,も しやLaiusで はないか と恐れ

た。そ して,人 間の最 もあわれな もの として自分を考えた。何故な ら彼 は,生 まれて この

方,両 親 らしい ものといえばCorinthの 王 と妃であり,彼 らを傷つ けることを恐れて,

郷 里を捨てたので ある。いや,私 は疑がわない,自 分 の出生の秘密な ど,や はり知 るよ し

一一59一



エデ ィプ ス ・コン プ レ ッ ク ス神 話 的 ・悲 劇 的 背 景

もない。Thebesの 王 な ど殺 す ものか。 それ よ り,き っと,Thebesの 入々を おの のか す

疫病 を退治 して みせ る。Thebesの 王を殺 した犯 人を つ きとめてみせ ると。 こう思 いつめ

る と,彼 は,そ の羊飼 いだ けが,真 実を 明か して くれ るよ うに思 われて,彼 に希望を つな

ぐので あ った。

Jocastaは,Oedipusが,Laius殺 しでな い ことを うけあ う。 何故な ら,伝 え聞 く所 に

よると,盗 賊 の一 団が 王を殺 した のであ るか ら。 そ して,彼 女 は,神 託 や予言 を余 り気 に

しない ように彼 に忠 告す る。

ここで重 要な ことは,Lanus殺 しは,複 数 の 人(一 団の盗 賊)に よって な され た ことで

単数 の入(唯 一 人の入)に よ って殺 された ので はない とい うことで あ る。彼 女は,そ うい

う情 報に基づ いて,Oedipusの 潔 白を うけあ ったので あ る。 そ こで,Oedipusが,前 王殺

しだ とい う疑 いが はれ る。 その結果,や は り,そ れ よ りも っと犯人 探 しを しよう と探究 し

て,王 殺害 の報 を もた らした老羊飼 いを呼 び にや るので あ る(SecondEpisode ,Lines512

-862)

コー ラスが ,こ の唯一繊 細 な人生 の生 き方 を,尊 敬 と,謙 遜 の情 を こめて 唱 う。 そ して

も し人が高 慢 の余 り,自 己の繁 栄 と成 功 に耽溺 す るな らば ,神 はお前を殴打 す るで あ ろ う

とい う。頒 詩 は神 託を信 ずべ しと結論 ず ける。 も し神 託が擬 な らば,人 類 に神 聖性 は残存

しえな いか らで あ る(SecordStasinon,Lins863-910)。

Jocastaが 花環を持 って来,祭 壇 に供 え,Apolloの 神 に呼 びか ける。 市を ,荒 廃せ る国

土を浄化 して ドさい。 市民 の恐怖を鎮 めて下 さい。特 に ,Oedipus王 の心を重 くして い る

恐れ を と り除いて 下 さい と。

伝 令がOedipusの 下に到着 す る。polybusが な くな られ,Corinthiansは ,あ げて あな

た様を新王 に歓迎 したい との事 です と。Jocastaは 殊 の外 ,こ の潮 時を喜 こぶ。何 故 な ら,

この ことによ って,Oedipusの 神託 に対 る懸 念は まぬがれ たか らであ る。彼 女は意気揚揚

と叫ぶ。

「君が今在 るは,聖 な る徴!

わが君 は,こ こず っと神託を避 けて来 た。

誰 が,Corinthの 王 を殺 そ うそ。

死 それ は自然 死 だ!

わが君 は,神 託にい う行為 を避 けた!」

彼女 は興奮 して急 ぎ夫を 呼び にや る。Oedipusが 王 宮か ら出て来 て新 しいニ ュー スを 聞

く。す ば ら しい開放感 が彼 をお しつつむ。彼 は うた う。

「正に,全 く,我 が 妻 よ,汝 の い う通 り。

神託 は無 に帰 した。

私 は,私 の父を殺 す運命 に ある といわれ た。

しか し今 や,わ が 父 は墓 にい ませ り。

私 は ここに居 る。

誰 が刃 にか け よ うそ!

神託 は成就 しなか った。

Polybusは 自然死 だ!」

しか しOedipusは,こ の新 し く発 見 した安全 感 も長 く続 か ない こ とを知 る。 す なわち,

彼 の母Meropeが 生 きて い る限 り,恐 れ(Fear)は 続 くと,Jocastaに 語 る。Jocastaは
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答 え る。

「恐れ?男 が何 の恐れ と関係 が あろ うそ。

チ ャンスのみがわれ われの生を支配 す る。

そ して未 来 も全 く知 られ るものかは。

日々,最 善 の生 き方 を しま しょう。

母 との結婚 な ど,何 もお前を おびやかす もので はな い。

多 くの人が,同 じ様 に夢み た結婚 。

そんな ものは忘れて しま ったわ。

(あ なた との)人 生が続 く限 り。」

さて,当 の伝令 は,あ の牧夫 で,こ の会話 を聞いた伝令 は,Oedipusに,Polybusと

Meropeは,お 前 の実 の親 でないか ら,母 との結婚 とい うprophecyの 恐れ などない とい

う。Oedipusは,呆 然 と して説 明を要求す る。 コ リンスの伝 令 は語 る。昔,Polybusは,

Laiusの 御家人 の羊 飼いか ら赤 児を も らわれたが,そ の子がOedipusな のだ。 そ して,

足 に傷を して腫 れて いたか らOedipusと 名づ け られた。

Oedipusは,コ ー ラスの方 を向 き,そ の伝令が話 した羊飼 いを知 って い るもの はないか

と尋 ね る。 コー ラスの長老 らは,先 刻お呼び にな った のが,正 にその従 僕です とい う。

Jocastaは,根 堀 り葉堀 り彼 が疑 うのを迷 惑に思 い,Oedipusに もう質問 しない様 にと

い う。彼 は,Jocastaのprideが 傷つ けられ た ことを悟 る。何 故な ら,Jocastaの 子供 の,

み じめ な出生 が あばかれ るか らで あ る。 それ で,Jocastaは,そ んな尋問を恐れ,こ ぼむ ・

Jocastaは,王 宮 の中へ走 り込 みか なき り声を あげ る。

「あなた った ら,全 く。 困 ったわ。

いけずだわ。

こんな ことにな った ら,も うあ なた とはお しまいだわ。

もう永久 に。」

Oedipusは,彼 女 が,そ うい って入 って行 くのを見つめ,そ して コー ラスの方 へ向 って

言 う。

「皆,話 して くれ。

どん なにな って もかまわな いか ら。

どん なにな って いるのだ。

私 は,私 の 出生 の秘密を解 き明 さねば な らぬ。

あいつ(妻)は,馬 鹿 な奴 だ。

私 の出生が どんなで あ ろうと,明 らかになれ ば恥 か し くない。

誰か いないか。

私 が ど うい う人間 か,知 って いそ うな ものだ。」

Sophoclesが,そ の悲劇で語 る この部分,す なわ ち,Oedipusの 出生の秘密 と,彼 の素

性 がわか る とき。す なわち また,Oedipusが,自 分が ど うい う人 間で あ るか を知 って ほ し

い とい う気持 が現われ る時,す なわち,Oedipusは,こ うい う人 で,こ の よ うに成 長な さ

った のだ とい うOedipus自 身への 関心を 示 して ほ しい とい う念願が 現 われ るときの この

場 面が,....`KingOedipus'の クライ マ ックス とな って い る。 そ して,こ の場景 に於 て,

われわれ は,Laiusと 同 じ く,Oedipusも,共 に神託 の恐 ろ しい運命 を避 けん もの と して

努力(Strebung)し た ことに思 い当 るのであ る。 しか し,個 人 的な運命(lndividuation)
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は,そ の努力を裏 切る。 そ して,Jocastaが 神を尊 敬す る意 志を表わ し,も う,死 にた く

な って い る。人生 のやや こ しさに傷1卒して い るとい うことに注意すべ きで ある。

Corillthか ら伝 含が5惜 し,よ いニ ュー スを もた らす,全 く,人 間 は自 己拘束 の原理 に

よって,自 分 の内か ら しか 観るこ とがで きない もので,正 にめで た しめでた しで終 るとこ

ろで ある。 しか し,現 実 は,ド ラマを クライマ ックスへ持 って行 く。OediPUsは,恐 ろ し

い神 託をのがれ たこ とを,Polybusの 死 で知 る。 しか し,ま た,Polybusが,本 当の父で

ない な ら,Meropeも 本 当の 母でない筈で ある。 今や,Oedipusは,自 己同一性(identity)

を発 見 しよ うと決心 す る。

Jocastaは,Oedipusの 出生 の秘 密を それ以上追求 しな い様 に懇願す る。 彼女 は,2入

の 自己実 現(Self-actualization)へ 向 けて進 む方 向に於て,Oedipusを 救 お うとす る。

合 唱隊が,陽 気 なCithaeron山 の賛 歌を歌 う。 その山で,Oedipusは 発 見され たので あ

る。 セ神 と女神が,彼 の本 当の両 親は誰 で あろ うか と歌 う(ThirdStasimon,Lines1083-

1112)

羊 飼いが遂 に到 着す る。 コ リン スの使者は,す ぐに 自分 の旧い友人で あ ることがわか る

が,羊 飼い は,神 秘 に包 まれ たあの子供 の 事を尋ね られ て,不 承不承 に答 え る。Oedipus

は,お 前の力 にな ろうとい う。 それで,羊 飼 い は,前 王 もいないので,そ の物 語を話す。

そ して,余 りの憐れ さに,前 王 の命 令にそむいて,そ の子供を助 けた ことを 自白す る。遂

に,コ リンスの使者が述べ た子 とい うのは,LaiusとJocastaの 男児(息 子)で あ ったこ

とが判 明す る。

遂 にOediPusは 真実 を知 る。 そ して,予1=-1(神 託)が,も う実 は完遂 されて いた こ と

を知 る。 彼は,自 分が犯 した諸 々の罪 の大 きさに卒倒 しそ うにな って,取 り乱 して王宮 の

中へ 駆 け込む。

「アア。 ど う した とい うのだ。

全て知 っていた のに0も はや おそい。

何故,わ か らなか ったのだ ろ う。

もはや,か くす こ とが出来 ない。

穴が あ った ら入 りたい。

オオ光よ,神 よ。私 はもはやあなた にお逢 い した くあ りませ ん。

私の存在 が,わ か った。 そ して,何 とい まわ しい のだ。

(父 を殺 し,母 と結 ばれ た)

私 は嘆 きた い。

私 の出生 は何 とい まわ し く,

私 の結 婚 も何 とい まわ しいのだ ろ う。

私の血は,そ のい まわ しさで,汚 れ てい る。」

彼 の悲劇を もた ら した のは,慈 悲 ある羊飼 いの憐 関の情 か ら出た行 為に発端 してい る。

更 に,彼 を悲劇 に導い たのは,ス フ ィンクスを討 ち,善 政を したテーベの英雄,テ ーベ の

王 と しての プ ライ ドで ある。 そ して,そ の蔭に は,人(Laius)を 殺 してい る。 やは り,う

しろめい たものは,立 身 出 世 して も,心 は孤独で あ る。 こう して,Oedipusは,父 を殺 し,

母 と結婚 した ことを知 っておのの く。(FourthEpisode,Linesl113-1185)。

コー ラスは,人 生 の浮 沈 と悲 しみを,そ の悲劇的運命 を,荘 厳 に歌 いあげ る。Oedipus

の ように,こ の世で最高 の 入さえ,究 極 的 には,か か る人生 の悲 しみ,悲 劇的運 命が あ る
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のだ と。

「有限 な る人 間 は全 て死へ と向 うのだ。

い つ まで も生 きて はおれ ない人間 は,

無 へ と加 算 しよ うとす る。

人 の幸福 は,徒 花(あ だばな。咲 いて も実 を結 ばぬ むだ な花。 はか な く散 りゆ く花),

この浮 し世で は幻影(illusion)に 過 ぎな い。

虚 飾 に と りつかれ た例 が ここに あ る。

それがOedipusだ 。

人 は,仮 りの世 に生 きるのみ。

不死鳥 こそ幸 福 な り。」

召使 いが 出て来 て,コ ー ラスの長老 に告 げ る。「只今,恐 ろ しい こ とが起 りま した」 と。

彼 は,Jocastaが,建 物 の 中を ヒステ リカル に ころげ まわ り,自 分 の運 命 を嘆いて お られ

る と。 それ か ら自分 の部屋 にか ぎをか けて閉 じこも って しまわれ た と。召使 い らは,ど う

した らいいか しらと目を見合 わせて いた。 と,そ こへ,Oedipusが 手 に剣 を も って,彼 女

の後を追 いか けなが ら暴れ まわ って 出て来 た。 彼 は,ド アを叩 き こわ した。す る と発 見 し

た ことには,彼 女は首 を く くって 自殺 して いた。 これを見 て,Oedipusの 大暴れ はお さま

った よ うに 見えた。彼 は彼女 の身体 をか き抱 き,優 し く床 に下 した。突然 彼 は,彼 女 の ド

レスの金 の ブmチ をひ きち ぎ り,そ れで,自 分 の両眼 をひ き裂 いた。血 が顔 に流れ した

た るま まにまかせ なが ら,彼 は叫 んだ。

「もはや これで,私 は,

自分 の恥 を見 る ことが な い。」

自分 の 血で顔 をお おい,明 らか に強烈 な苦 しみ に悩み なが ら,盲 目にな ったOedipusが

王 宮か らころが り出 る時,コ ー ラスはあわれ な歌 を歌 う。 彼 は,自 分 の 道徳 的な罪 を嘆

く。 そ して,自 分 は,子 供 の侭死 んだ らよか った と苦 しそ うに叫 びを あげ る。1つ の罪か

ら,又 別 の罪 を ひ き起 した悲劇的 な事件 の連鎖 を回顧 してす す りな く。

「全 ての人 間の いや ら しさと恥か しさを,こ の罪 に於 て見 る。

何 と言 葉で はいえ ない汚れ た行為 よ。

私を直 ち に暖 か く包 んで お くれ。

か くして お くれ。 ああ神 よ。

私を ど こえで も,か くして しま ってお くれ。

遠 くへ。

殺 して くれ。

海 の深 みへ投 げ こんで くれ。」

こ こに於 て,父 親の権 威に対 す る子供 の反発 と父親 殺 しの意図,母 親殺 しの意 図 とそれ

を暗 示す る近親相 姦のpsycho-sexua1な 想念 が,シ ンボ リックに表 明 され てい る。 しか

し,近 親相 姦 と相 剋の気持 は あ って も,親 のふ ところの 中で子供 は成 長 しな けれ ばな らな

い とい う根 本的掟 か ら,父 親殺 しの意 図 は,自 己の独 立 自尊の方 向をた ど る。又,母 へ の

エ ロテ ィッ クな気持 を もつ ことへ の禁 止心情 は,他 人 へ の愛 情(特 に妻へ の)に 変 わ る も

ので ある。 ここでは,Freudの い うEdipuscomplexと 親 子間 の心情的相 剋を,子 供 の侭

でいたか った,と い うOedipusの 発言 で解 釈 してい る。

そ こへ,Creonが 入 って来 る。Oedipusは,彼 に対す る自分 の間違 った取扱 いを悪か っ
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た とわ び る。Creonは 慈悲深 い男 であ ったので 彼を慰 さめ,Jocastaを 丁重 に葬 って や る

ことを彼 に約束 す る。

Creonは,Oedipusの 若い娘 らのAntigoneとIsmeneを 呼 びにや る。 娘達 は泣 きなが

ら父 の傍へ 行 く。Oedipusは,優 しく頭 をなぜ,幸 福 に生 を送 って くれ よ,と い うが,い

まわ しい道徳 上の罪(尊 族殺 人 と近 親相姦 の罪)に よ って,お そろ しい汚点が ついて い る

ので,思 いわ ず ら う。 彼 は,Creonに 彼女 らの面倒 を見 る ことを約 束 させ る。 そ して,娘

達 に語 る。

「わが 子 よ。 お前達 が理 解 しな けれ ば な らない事 が多す ぎ る。 しか し,こ れ らも,お 前

達が,大 き くな った らわか るだ ろ うよ。 今,お 前 達が,こ れ らの事 に耐 ええ ないの は

当 り前だが,お 前達 に は祈 りが残 されて い る。 お前達が お祈 りを しさえすれ ば,こ の

難事 も解 けて くる。

平和 に幸福 に生 き られ る様 に,お 祈 りしな さい。

この事 よ り他に手 だて はない。

そ うだ よ,本 当 にそ うだ よ。

お前 のお父 さん よ り,ず っとよい幸わせ な生活 を送 ってお くれ 。」

Oedipusは,Creonに,自 分を追放 して くれ と懇願 す るが,Creonは,Apolloの 神が

裁断 を下 し給 うまで待 と うとい う。Creonは,彼 に,王 宮で休 む よ うにい う。Oedipusは

娘 らをか き抱 く。 コー ラスが詠 唱す る。

「テー バイの息子達 よ,娘 達 よ,見 よ。

これがOedipusだ ったのだ。

人間 の中で最 高 に偉 大 な る人物。

彼 は,深 遠 な る神秘 に対す る鍵を もって いた。

人 も うらやむ繁 栄 と隆 盛。

見 よ,不 運な潮 が彼 の頭 を洗 お うと して いる。

不死 な らぬ人 間は,・今,そ の終 末 を 見な けれ ば な らぬ。

そ して それが教 訓 にな ろ う。

時の流れ が知 らせ るまでは,誰 も幸福 か ど うかわか らな い。

彼 の幸 福は,墓 場 の中に もち こされ た。

幸 あれか し。」

(kingOedipus,Exodos,Lines1223-1530)

III.KingOedipusの 一 般 的 論 評 一 ギ リシ ア悲 劇 の 人 間観

KingOedipusは,大 抵 の批 評家 によ って,Sophoclesの 大作,全 ギ リシ ャ悲 劇の最優 秀

作 品 とみ られ てい る。Sophoclesの 創 作技能 は,一 貫 して 流れ る興 奮の 山を維持 して い る

なめ らか な欠点 のな い ア クシ ョン,配 役 と哲学的心理 学的 内容 の賢 明 なバ ラ ンスの と り方

に明 らか に表 われ て い る。個 々の エ ピソー ドは,論 理 的 に うま くつなが ってお り,物 語 の

中で起 る出来事 は,皆 明 瞭に知的 に動機 づ け られ て い る。Oedipusの パ ー ソナ リテ ィの弱

点 に光 を あて るこ と,劇 の悲劇的 な結末 を予示す るこ とな ど,明 らか なironyを 使 って 示

す こともお こた って いない。 第二 に配 役に は明確 な個性 が あ る。彼 らは,非 常 に大 らか に

現実 的 に描 かれて い るので,現 実 の人 間性(authentichumanity真 実の本物 の人 間性)の

感覚 を も りあ げてい る。
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Creonは 正直 さ(honesty),合 理 性(rationality),冷 静 さ(calmness),慈 悲深 さ(be・

nevolence)は,Oedipusの 性 急 さ(rashness)と 対照 的で あ る。 このOedipusの 性 急 さ

が,父 親殺 しをや って も,彼 は無知(innocent)で や ってい るのだ。Jocastaは,伝 統 的 な

貞淑 な(virtuous)な 愛 妻 と して描か れて い る。 そ こに1つ のOedipusと の対 照 に於 て,

ドラマ テ ィックなイ ンタレス トを与え てい る。 しか し,注 意すべ きは,Oedipusに 対 して

彼女 の母性 的態度(maternality)が み られ るこ とで あ る。2人 の羊飼 い と牧夫 は,微 妙 に

違 う実直 さ(faithfal)と 憐 欄 の情(mercifullness),同 情(Pity)と い った パ ー ソナ リテ

ィに描 かれて い る。 そ して,こ の悲 劇 に関 る接 点 に於 て,人 間性 に もと る感情 を示 して あ

ます ところが ない。

全 体 的 にこの悲劇 は,Oedipusの 強力 な性 格(figure)が 優勢 で ある。 彼 は気性 が激 し

く(impetuous),高 慢(proud)で あ る。 しか し,か か る欠点(faults)に も拘 らず,基 本

的 には善 人(goodman)で あ る。… … 人 間誰 しも欠 点が あ るもので あ り,逆 説 的 に言 え

ば,人 間だか らこそ間違 い も起す,と い う説 が成 立す る。 文脈 に於て,彼 は罰 に価す る悪

人 だ とは思 え ない。

しか し,Sophoclesの 宗教 的思想 に は,彼 の行 為に対す る責任 性(responsibilityforhis

acts)を あげてい る。 彼 のoriginalなmotives(人 を傷 つ けるな)と は無 関係 に,又,彼

の人生 を支配 して い る諸力 を 自己統 制 した り理解 した りす る能 力,換 言 すれ ば,世 界 は ど

の よ うに 出来 てい るのか とい った 世界観 と,自 分 の欲望 を どのよ うに処 理 した らいいのか

とい う人生観 の形成 の乏 しさとは無関係 に,目 には 目を,歯 には歯 を,自 業 自得 とい う,

その行為 に対 す る賞 罰が あ るのであ る とす る。 「他 人を傷 つけ るなかれ,自 己を愛 して,

自己の無知 を知れ」 とい ってい るかの よ うで あ る。 この素朴 な しか し,勇 気 の い る道義的

行為 の中 に,人 間が,自 分 よ り愛 しい ものはな い ことを 知 って,そ の自分 の無 知な る こと

を知 って の無 力性 自覚 によ る世界 甘受(acceptance)に よる 自立 によ って こそ,英 雄 的姿

に達 す る。 ここに,人 間 が,真 実 の高貴性 に達 す る唯一 不二 の機会 が,横 たわ って い るの

で あ る。 原始仏教 で は,自 己を愛 す る ことを教 えて い る。 「思い によ って すべて の方 向に

趣 いて も,自 分 よ りも更 に愛 しい ものに達す るこ とはな い。 その よ うに他 の人 々に と って

も自分が とて も愛 しい。 それ故 に,自 己を愛 す る人 は他人 を傷 つ け るなか れ」 と中村元 は

原 始仏教 に於 け る真 実 の 自己の開示法 を教 えてい る(中 央公論,1973・4,pp.331)。 この

真 実の 自己 に至 るには,自 己の探究 を して,諸 々の疑 惑を解 き放 たねば な らな い。 この こ

とこそ,彼 が,彼 の人生 に価 値を保 存す るに至 る ところの事 柄 なので あ る。

Sophoclesは,宇 宙 を支 配す るに何 か調和 的 目的が あ る と信 じて いた。 不死 な らぬ 死す

べ き人 間は それ を理解 す るこ とは出来な いけれ ど も,こ の理 解 を越 えて,宇 宙 を支配す る

予 定調和 とい う力が存在 す ると考 えてい た。 しか し,こ の支配 力 は,人 間の努 力(striving,

Strebung)を 越 えて い る。神 託を避 けよ うと して とったLaiusも,Oedipusの 行為 も,や

は り,神 の予定 や裁決 の前 にはむな しい。 どんな に走 って も,や は り,お 釈迦 さんの手 の

ひ らの上 の孫悟空 な のだ。だか ら,人 間 は努 力 と誠実 あるべ しのみで あ り,神 に帰依 しな

けれ ばな らない存在 なのだ。Sophoclesは,こ の宇宙 的支配秩 序(acosmicorder)を 劇化

で 現前 させ た(visualize)。

ヘ シオ ドスやホ メロスは,か くして,人 間 と して,あ るべ き姿 を うた う。

ホ メロスは努 力(streben)に ついて うた う。 人間で あ る限 り,英 雄 に して も,神 意を十

分 に知 ることが で きない。 しか し,英 雄 は,運 命的厭 世的 にな る ことが ない所 に於 て英雄
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であ る。 彼 らは,自 分 の能 力 の限 りを 尽 して,倒 れ,あ るいは敗れ る。 ただ彼 らの努力 は

自 己に課 せ られ た義務,使 命 を飽 く迄 尽す ことに向 け られ る。 それ は,自 主的 に決 意 し(自

主性),自 己に忠 実 になろ う とす る努 力だ。 それ は,神 意 にかか わ りな く,人 間 と して の

存 在 の主張 で あ る。だ か ら,た とえ事 は成 らず敗者 とな って も,こ の努 力,こ の 自己主張

(selfassertive)に よ って,高 貴 な人間 とな る。 愛情 に しろ憎悪 に しろ,そ の純粋 な もの

は,も とよ り人間 の美 しさで あるが,そ れ に この 自主的 な義 務感 が伴 って こそ,人 間 の美

しさは一層 高 め られ る。 この よ うな行 為 や感 情を,知 性が 制御 してい る場合 は一 層尊 い。

どの勇十 も,武 力や腕 力だ けの持 ち主で はな く,知 性 が その行動 を制御 し,感 情 さえ も制

御す るな らば,克 己(self-regulation),克 服(conquest)に よ って高 貴 にな る。 努 力す る

ものに は人間 の価 値が与 え られ る。 ホ メロ スは,こ の よ うに,人 間の,あ るべ き人間 と し

て の人間性 を讃 歌 した(村 田数之亮 「ギ リシャ」pp.103-104,108)。

ヘ シオ ドスは,ホ メロスよ りも,よ り現実 の人間 と して,進 ん だギ リシ ャ人を とらえ,

倫理 と道徳 の分野 に深 い感化 を与え た。 「労 働は恥 では ない,怠 惰 こそ恥 だ」(「仕事 と 日

々」)と 彼 は,貧 しい入び と も,働 けば道 が開か れ(運 命が 開 け),善 と富 とが得 られ る

(向 上 の道 が開 け る)こ とを うた って い る。 また彼 は,神 の最 後 の正 義を信 じて疑 わず,

「正義 に耳 を傾 け,横 暴を や しな うな。横 暴は貧 しい もの には悪で あ る。……それ よ りは,

正 義に通 じるほか の道が望 ま しい。」(「神 統記」)と,神,殊 にゼ ウ スの神 は,最 後 には 正

義 をあ らわ す ことを繰 り返 しうた う。 「善 へ の道 は長 くけわ し く。 は じめは きび しいが,

ひとたび頂 上 に至れ ば,つ ら くと も,そ の後 はや さ しい」(「 仕事 と日々」)と,神 を信 じ

て 日々の苦 しみ に耐 えて きた 人間に しての その喜び を説 き得 る倫理 を 書いて い る。Sopho

clesも,か よ うなオ リンボ スの信 仰を,そ のギ リシ ャ神 話 の典拠 に な った彼 らの著 か ら学

んだ ので あ る。 彼は,人 間的 な努 力 の領域 を余 す ところな く表 現 し,人 間 と しての 限界線

を通 る努 力 を して い る人の すべて の心を打 つ ものが あ る。

Sophoclesが 教 示 して い るこの人間界 の秩序 とい うもの は,ギ リシ ャの作 家 イオー ンが

教示 してい る 「汝 自身 を知れ」 に相 通ず る ものが あ る。OediPUsの 様 な英 雄 で も,自 分 は

何 で も知 って いる積 りで いなが ら,実 は徳や善 につ いて は何 も知 らない ので あ る。 その無

知を転 じ,Oedipusは 眼を くり抜 くの であ るが,そ れ に よ って,つ ま り無 知を 自覚す るこ

とによ って よ り高次 の真理 が求 め られ る ことを暗 示 してい る。 このよ うな無 知を知 るとい

う行 為は,そ の時,人 間が 高慢で あ るか らそ のプ ライ ドの為 には1つ の侮辱 に さえな る。

正 に,以 前 まで の自 己を諦 め なければ な らな いか らこれ は耐 え られ ない問題 であ る。 しか

し,人 間 は この諦観 を越 え るとこ ろに真理 が現 前す るので あ る。 その よ うに人間 は自 己を

探究 し,自 己を深 く知 らな けれ ばな らない。 しか し,こ の状 況 を甘 受(acceptance)す る

ことは,ペ シ ミズム(厭 世)と か,単 な るあ き らめ(諦 観)で はな い。 そこで,人 間 が見

ることが 出来 る最 高 の人生 の意味(meaningoflife)を 見 よ うと して い るのであ る。 「ソ

ク ラテー スのよ うに,自 分 の叡智が 実 は何物 にも値 しない,と い うこ とを知 ってい る人間

は,実 は最 も賢明 なのだ」 と神 託で告 げ られて い るので あ る。 正 にこの 「汝 自身を知 れ」

とい うことばが デル フ ォイのア,-」一.ロン神 殿 に刻 まれ てい た。神 を恐 れぬ 驕慢 は,人 間 と し

て最 もわ るい ことだ った。敬 度 こそが,人 間生活 の基本 であ るべ きだ。 哲学者 ター レスは

これ を 「度 を過す なかれ」 と言い換 え た。 アテ ネの政治 家で 詩人の ソロンは,「 何事 に も

極端 をつつ しめ」 とい って,中 庸 とか 中道 が人間 の徳 と して大切 で あ ることを述 べた。 正

に,人 間 は無 知な るが 故 に,驕 慢 にな るべ きで はな く,敬 虚 に中道 を守 り,自 分 の欲望 を
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自制 しな けれ ば な らない ことを説 いたの であ る。Sophoclesの 観点 に立て ば,人 間 は自由

意志(freewill)を 持 ってい るが,そ の人間 の活 動 は,こ う して おのず か ら限 界が あ ると

い うので あ る。余 りに驕慢 に この自由意志 を発揮 す ると,環 境 の ネ ッ ト・ワー クに終結 的

にが ん じが らめ にな って しま うとい うのだ。 この環境(circumstances因 縁)と い うのは,

屡 々運 命(fate)に よ って決定 され てい るよ うに見え る。 それ は遺伝 と環境 が決 定 す る問

題で あ るのであ り,幼 児期 の心 的外傷(infantiletirauma)や 出会 い(chance)に よ って

決 定 され る ようで あ る。 これが神 の測 り知れ ない意志 とな る。 しか し,人 間 が究極 的 には

自分 自身 の行 為(deeds)を 選ぶ ので あ り,そ れ らの運命 の終局 的な責任 を負 わな けれ ば な

らな い。 個 々の選択(choice)は,そ れ に随 伴す る ものを予 定す るが,因 縁 の鎖(chainof

circumstances)は,多 くの点 で打破す る事が可 能で あ る。 こう して 打破す れば,新 しい方

向が入 間に現 前す るで あ ろ う。KingOedipusに 於 ける数 々の事件 は,こ の宇 宙的 な秩 序

の内で,全 て の事 柄 の関係 の下 に横 たわ る もの を例証 せ ん と して発想創 出 され て いる。 人

生(1ife)は 屡 々,こ の関係上,屡 々,惨 酷 な もの(cruel)で あ るが,こ う して,Sophocles

の確 信 は,混 沌 と した もの(chaotic)じ ゃない とい うこ とで あ る。

こう して,Oedipusの よ うな純 真な動機 を持 って して は,自 分 の運命 を解 明す るに十分

で ない。 彼 は神託 の意味 を,も っと十分 に熟 考すべ きで あ った。 もっと注 意深か った

な らば,コ リンスにい る間 に自分 の出生 の謎が解 けたで あ ろ う。 そ して,コ リンスに もっ

と止 って いた な らば,も っと賢 明 になれ たであ ろ う。 また,テ ーバ イの王 にな る前 に,も

っと調査 して いたな ら,前 王 の不慮 の死が何 で あ るか も解 ったであ ろ う。最後 の瞬 間に於

て も,犯 人(自 分で あ るが)を 探す 熱心 さが少 ない。

最 後 の分析 に於て は,Oedipusは,有 罪(guilty)で あ ったが,彼 の本 当の罪(realsin)

は,彼 の父を殺 して もい ない し,彼 の母 と結 婚 も して いな いのであ る。 これ こそ重 大 な無

罪(seriouscrime=innocent)だ と言 わね ばな らぬ。 これ こそ,彼 が成 人 した暁 に自か ら

に この罪 に答 え るべ き,ま た,彼 の人 生行路 の問題 と して答え るべ き問題 で あ る。Oedipus

の予定的野 心 とい うのは,ア ポ ロの神 託 によ って 明 らか な神 聖 な意 志(divinewill)を ま

げ ることに よ って(trytocircumvent),神 の水準 まで 自 己を止揚 す る こと(raisehimself

tothelevelofthegods)で あ った。 しか し,人 間 は神 の前 に は,そ の人 間性 たる愛憎 や

疑 惑か ら逃 れ ることは出来 なか ったので あ る。

こ うした事柄 の仕組 みの 中で,Sophoclesは,人 間的な 幸福へ の道(方 途)と い うもの

は,神 へ の尊敬 と人 間の謙譲 で なけれ ばな らない ことを教 えたので あ る。人 間の存 在の 目

的 は,神 の し くみ給 うた限界 内 に於 て,最 高の可 能 なる個 々入 と して の発達 を達成 す るこ

とで あ った。 又,神 聖 な る神 の掟 を理解 しよ うとす る ことで あ り,そ の掟 に則 って 帰依す

るこ とで あ った といえ よ う。 又,人 間 の条 件 の限界点 を優美 に甘受 す るこ とで あ った とい

え よ う。又,勇 敢 に人間 的な重荷 を背 負 って,忍 耐 と寛 容 を もって,あ らゆ る人 間的 な行

為 に完全 な る責任 を と るとい うことで あ った,と いえ よ う。

SophoclesのOedipus伝 説 はまだ続 く,そ れを次 に 見よ う。

IV.コ ロヌ スの エデ ィプ ス(ソ フ ォ ク レス)

1)神 話 的背景

Oedipusは 流刑 にな ろ うと したが,摂 政 を してい たJocastaの 兄妹 のCreonは,神 託

が教 示す る迄,テ ーバ イに とどま る様 に説得 した。Oedipusは,何 年 も市 に 止ま り,遂 に
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追放 された。 もう老 人 にな って しまい,盲 目で よ るべ ないOedipusは,あ て どな くただ

彼 の一 人の忠 実な末 娘Antigoneを 伴 って,ギ リシア 中を さまよ った。彼 が罪 を持 って い

るとい うニ ュー ス及 び,彼 にあびせか け られ たの ろいの言 葉が 国中 に広 ま った。 そ して,

Oedipusは,逢 う人毎 に しりぞ け られ た。

遂 にOedipusは,ア テ ネの近 くのColonusま で や って 来た。 そ こには,好 意 あ る神 ユ

ー メニデ ス(theEumemides)の 聖 な る神殿が あ った
。 ± 地 の住 人 は,彼 が どんな人 間で

あ るか を聞 いて恐れ た,が,ア テネの王 のTheseusは,彼 にその聖域 に入 る ことを許 し

た。 そ うこ うす るうち,又 別 のprophecy(予 言)が 現 われ た。 それ は,Oedipusの 墓 を持

った市 は,goodfortuneが 続 くだ ろ うとい うので あ る。 テー バイか らOedipusを 追 い出

したCreonは,今 度 は,彼 を む りや り連れ もどそ うと したが,ア テ ナイの市民 は彼 を守

った。Oedipusは 平和 に,Colonesで 死んだ。 葬式 も,死 の正確 な場所 も,Theseusを 除

いて,全 て の人か らか くされ た。

Oedipusの 死 の寸前 に,EteoclesとPolynicesが 年 令 に達 し,テ ーバ イの共 同統 治者 に

な った。 しか し,お 互い に独 裁をね らって争 った。Eteoclesが 人 々の賛意 を獲得 し,Poly-

vicesは 命 だ け助 け られ て市か ら追放 され た。Eteoclesは 単 独支配 を し,一 方,Polynices

はArgosへ 行 った。 そ こで勢 を得 たPolynicesは 旗上 げを し,王 位をね らった。 大戦争

が,テ ーバ イの市 外で お き,テ ーバ イ軍 が勝 った。二 人の兄 弟 はお互い に死に,Croonが

王 にな った。

2)一 般的論 評,エ デ ィプ スの人間性 一 「悩む」 人格

OedipusatColonusはSophoclesに よ って書 かれ た最 後 の劇 で あ った。 それ は,彼 の

他 の作品 と基本 的 に異 って い る。 それ は,他 の ものよ りも,プ ロッ トが よ りゆ った りと構

成 されて い るか らで あ り,英 雄が 中心 的登場 人物 とな って,他 は単 に連続 した場 景がつ な

が って い るだ けで あるか らで あ る。 そ して,他 の配役 は従 属的 な もので,比 較的重要 で な

い。 そ して,Sophoclesに よ って 作成 され た最 も美 しい3情 詩が い くつか この劇 中に組 み

込 まれて い る。 この点 に関 して,多 くの批評家 は,こ れを彼 の詩的 発展の最 高点 を示す と

記述 して い る。例 えば,そ れ は第 一 エ ピソー ドの最後 の救情詩 で ある。Oedipusは,ア テ

ナイの長老 とテセ ウ スに語 る。

「私 は今 迄耐 えて来 た。

最 もい まわ しい不義不 正を。

全 く人間に価 しな い悪 だ。

神 のみ ぞ知 る。

私が 私 の意 志で 何で 自 らそれ を選ぼ うそ。」

こ うい って,Oedipusは,人 生 と地 上的 な物 の変化 性 ・無 常(instabilityoflifeand

earthlythings)を 述 べ る。

「時が,瞬 間が,私 の友 人で あ る。

時が,何 処 た りとも荒廃 流転せ しめて しま う。

しか して,そ の時 を征 服す ることが 出来 ない。

神 のみが年 を くわない,死 もない,永 遠 の生 を持 って い る。

他 の ものは全 て滅び な けれ ばな らぬ。

人の気持 も,人 か ら人へ と絶え ず変 わ る。

町 の精 神 に して も,市 毎 に変 わ る。
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市 は,遅 かれ 早かれ,互 いに変わ ろ う。

喜 び は悲 しみに変 わ り,そ の悲 しみ も亦喜 び に変 わ ろ う。

今,あ なた と,テ ーバイ の間の空 は晴れ てい る。

しか し時 は,何 回 も何 回 も,夜 と昼 とを持 ち,め ぐらせ る。

時が,数 え る ことがで きな い行 程を め ぐる。

陽が少 しあがれ ば,剣 の き っ先が,そ の 日の調和 を破 るだ ろ う。

…… あ りえ ない ことで はな い
。

ZeusがZeusで な くな り,Apolloが 本 当のApolloで な い時が,い つか は来 よ う。」

Oedipusは,年 老 いて悩み に苦 しんで い るけれ ど も,第 一 場(Kin90edipus)に 現 われ

たの と同一人物 で あ る。彼 の性 格 は,や は り自尊心 が あ り(proud),感 情 が激 しく性急 で

(impetuous),短 気 で怒 りっぽ い(hot-tempered)が,し か し,Sophoclesの 哲学 的 な見方

は下記 の よ うにな り,そ の点 で は変 って くる。即 ち,彼 の人生行 路 と して は,他 に何 も選

択 す る ものが ないか ら,自 分 の罰(punishment)を 受 け入れ る。 しか し,自 分 の個人 的

な無罪(personalinnocencc)を 主張 し,彼 の罪(crime)を,運 命 の責任 に帰す る。彼 は,

ただ,そ の運命 の掌 中にあ って,helplessな 役 割 しか果 た さな くな って いる。

Oedipusの 死 にまつわ る不思議 な一・風変 った状 況を通 じて,Sophoclesは,Oedipusを,

基 本的 には善人 な のだけれ ど も,そ の無知(ignorance)に よ って起 こ した罪(sin)に よ っ

て悩むmoraldilemmaを 解 明 しよ うと試 みてい る。Sophoclesに 従え ば,Oedipusは,と

にか く,そ の悩み(suffering)を 通 じて純 化 され(purifiedanduplifted),精 神 的 向上 が

あ った とい う。 彼 の死の瞬 間に於て,Oedipusの 生涯 と記憶 は,不 思議 に も浄化 され,彼

の埋葬 され た場 所 は,一 種不 思議 な魔力(magicalpotency)を もった一 つの神聖 な廓 とな

った ので ある。 そ して 中世 のキ リス ト教的 な劇 に於 て は,彼 は聖 徒の列 に加え られ るとい

う筋 にな って い る(R.J.Milch)。Oedipusの 死去 を描写 す る神 秘的 な場 景は,彼 を英雄

的な姿 に仕立て 上 げて い る。 そ して悩 みを もち,そ れ を悩む とい ういか に も人間 的な姿で

あ りなが ら,神 格 的 な威厳を もた しめてい る。 恐 ら くそれ は,Oedipusが,友 人 も持 たな

い,他 入 には一 種理解 出来 ない 世界 に生 きて いたか らで あ ろ う。Oedipusの 精神 的高揚 は

彼 が退 位 して,道 徳的 な罪を もつ とい う彼 の凋落 と同様 に,期 待 され得 ない よ うな もので

あ った。 そ して,そ こに,彼 を越え て支配す る宇宙 の力を暗 示せ しめて い る。正 に,入 間

的な事 柄を越 えて働 いてい る外 的 な諸 力 の存 在を例証 せ しめて い る。 しか し,そ の中 に人

間が達成 しうる人間的 な もの と して描 き出 されて い るので あ る。ゲ ー テは,フ ァウス トの

中で,悩 みを持 った思索的 人間 とい う又,別 の面 か ら即 ち,努 力 しよ うとす るが,な かな

か理 想 に到達 出来な いでい る人 間を次 の よ うに言 って い る。

「人間 は努 力す る限 り悩 む ものだ。人 間の活 動は,と か く無気 力 に萎え勝 だ。 入間 はす

ぐ,無 条 件 な休息 を求あて しま う。

Erirrtd?rMensch,solangerstrebt.DesMenscheilTatigkeitkannallzuleicht

erschlaffen.ErliebtsichbalddieunbedingteRuhe.ausGoethesFaust.」

その よ うな人間性 で あ ってみれ ば,OediPUsの 場合 は,正 に英雄的 な行為一善 政 と良 い

家庭 を も った こと～ をや ったの であ る。 どんな に悩ん で も,努 力す る時,や ろ うと決 心す

る時に は,し ゃん とす るこ と,こ れ こそが人 間の偉大 さで あ ろ う。 そ して,Oedipusat

Colonusは,そ の人 間的 な努 力 の稔 りで あ るアテナイの人 々の民主 制度 や立 派 な伝 統,あ る

いは アテナイの 国土 の 自然美 に愛 すべ き誇 ら しい賛辞を送 って い る。悩 む人間 こそ偉大 な
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ので あ る。 「長 き夜 を泣 き明か した もの にあ らざれ ば,人 生 を語 るに あた らず」 なので あ

る。 そ して,「 人生 の苦悩 の大 部分 は,そ の根本が 人間性 の中 にあ って,入 間 の制度 の中

にあ るので はな い。(ロ ー ウエル)」,Colonusに 対す る有 名 な頒詩(firststasimon)と,

Theseusと い う国民的 英雄の性格 描写 は,こ の結 果で あ る。Sophoclesの 最後 の劇 作 と し

て の この 劇は,晩 年の詩 人が,死 の意味 につ いて,高 貴 な個人 的な ヴ ィジ ョンを あ らわす

もので あ った。 劇 は,こ う して,和 解 と同情 とで高揚 され た調子で終 る。

3)テ ー バイ劇,Antigone

Sophoclesは,先 のKin90edipus,そ れ に このOedipusatColonusと,更 にAntigone

を加 えてSテ ー バイ劇 の三部 作た らしめて い る。全 て,テ ーバ イを舞台 とす るもので,更

に,Oedipusに も関係が あるので,こ のAntigoneに も触れ てお こ う。

〔神話 的背 景〕

Croonの 最初 の公 事 と して この新支配 者 は,テ ーバ イの英雄 的防 禦者Eteoclesに は,

市立 の墓地 を与 え らるべ きで あ るが,テ ーバ イを攻 撃 した反逆者 た るPolynicesは,葬 式

も して はな らな い と宣言 した。 これは恐 ろ しい 罰で あ った。何 故な ら,少 な くとも葬式 を

しな けれ ば死者 の魂 は,後 世も浮 ばれ ないか らであ る。

テーバ イ人の多 くは,ク レオー ンの布告 に驚 いた。 しか し,誰 も反対 す る勇気 はなか っ

た。 ア ンチ ゴー ネだ けが,王 に反 抗 し,弟 の ポ リュネ イケー スを埋葬 した。 クレオー ンは

これを知 ると,彼 は,ア ンチ ゴー ネを死刑 にす る と言 った。 クレオー ンの息子 のHaemon

は,ア ンチ ゴー ネと婚約 仲で あ った ので,父 を不閥 に思 わ しめ よう と して,父 が まだ死刑

に しないで,彼 女 を洞窟 の牢 に入 れて い る間 に,彼 女 と一緒 に死を選 んだ。 クレオー ンの

妻 は,息 子の 死で断腸 の思い を し,自 殺 した。Antigoneの 死で も って,Oedipus家 は断

絶 した。何故 な ら,Ismeneの 噂を 聞い た ものは なか ったか らで あ る。

〔人間 の法 と神 の法 〕

「Antigone」 に於て,Sophoclesは,人 間 の法 と神 の法 との 要求 間の,所 謂 おな じみ の

conflictを 検 証 してい る。

この宇宙 的な 問題 は,Polynicesの 埋 葬 に関す る論争 に於 て結 晶化 されて い る。 こ こに

於 て対立 して い るの は,Creonの 公 の福祉 の理解 の仕 方 と,Antigoneの 宗 教的な義 務に

ついて の考 え方 で ある。

この劇 の主役 はCreonで あ る。彼 は誠実 な(sincere),愛 国的 な(patristic),私 心 ない

(selfless)動 機 か ら行 為をす る人物 に描かれ,そ れで もって 明瞭 な悲劇的 人物 にな って い

る。 そ して,そ の故 に,余 りに柔軟性 を欠 き(inflexiUle),見 通 しに狭量 で(narrow),批

判 に注 意 し(heedcrlticisln),誤 りを認 め ること(admiterror)が で きず,気 が ついた時

には遅 きに過 ぎて い る。

劇 の終 りでCreonは 自分 の非 を認 め,そ の非 を受 け入 れ るが,彼 の行 為の結果 は もは

や変 え るこ とが 出来 ず,2人 は死んで しま う。Croonの 悲劇 はs自 分以 外 の他 の 人が[R

しい とい うことを 認 め ることが 出来 ないので あ り,国 の法 よ りも,よ り高 い法(宗 教的

意義 た る葬 式埋葬)を 認 め ることが で きなか った とい う 失敗 にあ る。 部分 的で は あるが

Creonの 性格 描写 は,善 人 の上 に支配 す る絶対 権力 の不正 な る影響 について のSophocles

の批 評で あ り,典 型的 な民 主的 アテ ネ入の態度 を描 き出 さん とす るもので ある。 ここに於

て はポ リスのた めよ りも,「 人民 の,人Lに よ る,人 民 のた めの政 治OfthepeOple,by

thepeoPle,forthepeople」 とい うことがあて は まる。
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Antigoneの 役割 は小 さいけれ ど も,Antigoneの 性格 は,そ れ だ け理解 す るにわか りに

くい性格 にな って い る。話 は,Polynicesが,ま だOedipusがColonusで 生 きてい る時,

Oedipusに 味方 して,テ ーバ イで正 当な場 所 を得 て暮 らすべ きだ と した時か ら始 ま る。 そ

して 神託 が,Oedipusの 援 護者 は戦 いに勝つ,と 予言 した こ とを も って,Polynicesは

自分 の無力性 を露 呈 して,自 分 らのArgosで の旗上 げを支援 して くれ るよ うに い うのだ

が,Oedipusは こ とわ り,Polynicesの 過 去の 自分 に対 す る誤 った取扱 い(実 は,そ う言

いなが ら放 置 した)を 公 然 と非 難 し責 め る。Oedipus,Polynicesが,決 して テーバ イを 自

分 の手 に入れ るこ とがで きないで,戦 野 で 報いを受 け るだ ろ うと予 言す る。

Antigoneは,自 分 の弟 に忠告 し,軍 隊を 引 っ込 めて,テ ーバ イ軍 の侵略 をそ らせ るこ

とに よ って,自 分 を守れ とい う。 が,Polynicesは,も う遅 す ぎると答 え る。 彼 は,自 分

の部下 の リー ダーを残す ため に,戦 争 を遂行 し続 けね ばな らない。 そ して,自 分 は追 放の

身 と して の恥 に もはや耐 え る ことがで きな いか らだ。彼 の軍 人達 は,も う落胆 して しま う

だ ろうか ら,OediPusが 自分を支援 す る ことを拒 んだ こ とを,軍 入達 には言 いた くない と

言 う。最 後 の要 求 と して,Polynicesは,Antigoneに,も し予言 が本 当にな った ら,そ し

て 自分 が戦闘 で殺 され た ら,さ さやか に自分 を葬 って くれ と頼む 。Antigoneは,彼 の願 望

を悲 し く受諾 す る。 兄妹 は,こ れ を最後 に別れ 別れ にな る(OedipusatColonus,Fourth

Episode,Lines1251-1555)o

Antigoneの 気 持 は,こ の よ うな兄 妹愛 の とりきめを基本 に展開 され,同 じ人間で あ る

な ら,反 逆者 で あろ うと,死 者 の葬 い はな さるべ きで あ るとい う宗教的 儀礼観 か ら出て い

る。 しか し,あ る批 評家 は,彼 女はプ ライ ドが高 す ぎて,王 の クレオー ンを何 とも思 わ な

い態度 は,道 義上 良 くない,と 思 うか も知れ ない。又,わ ざ と殉教振 って いて,未 成 熟 な

マゾ ヒステ ックな願 望が あ って良 くな い と思 うか も知れ ない。 又他 の人 は,し か し,内 的

な気の強 さが あ る高貴性 と,思 った ことは ど しど し敢行 す る実践 的 な婦人 と評 価す るか も

知れ な い。 最後 の観方 に立 て ば,残 酷 な,無 価値な罪 で苦 しんで い る人 に味 方す る人 で あ

り,こ の よ うな入を 見 る時 には,彼 女は,真 実を曇 らせ ないだ けの知性 と意志が あ るので

あ る。 いずれ に して も,彼 女 は,女 性 と して の 母性 的本能 的な意志 及び情 緒か らか り立 て

られて いて,世 話好 きな ので ある。

一 方Creonは ,喧 嘩両 成敗 とい うこ とは考 えなか ったが,事 態 の冷 静な分析 に基づ い

て,王 の原則(ど ち らかが正 しく,他 は国賊)に 基づ いて行 動 したが,Antigoneを 罰 し

た ことの非 を認 め,後 か ら追 いか けて,Antigoneを 許 そ うとす るが,時 すで に遅 く,自

分 の息子 まで 自殺 して しま う破 目に陥 るので あ る。 こ こで は,男 性的 な理 の感 情(男 性 的

性格)に 対 し,女 性 的な」i青(女性 的性 格)が 勝 った といえ よ う。Creonは,こ の理 の強 き

のあ ま り,悲 劇 的人物 とな るので ある。

AntigoneとCreonの マ∠場 は,こ のよ うに対 照的で あ るが,両 者共,自 分 自身の正 しさ

に於 ける同 じ様 に頑固 な信 念を所有 して い る。 しか し,あ る程度 両者 とも,こ の よ うに性

向が違 うので あ るが,神 に対す る人間性 の あ り方 とい う点 に於 て,こ の悲劇的 結末 に対 し

て責任 を持 って い るといえ よ う。

この劇 に は,多 くの優 れ たminorcharacterが 出て来 る。CreonとHaemonは 親 子で

あれ,政 治 に対す る見解 は異な り,IlaAmonは,正 しい ことは正 しい と して別行 動を と

る。 この よ うな会話 の,心 理学 的 な真 実性(psychologicalanthenticity)は 屡 々誇 め られ

て よい,,choralodesとAntigoneの 嘆 きの詩 は,も う最高 の詩 的芸術 とされ て いる。 そ
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して,そ れ は,伝 統 的ギ リシアの宗教 思想 の この表現(オ リンボ スの信仰)と ,あ る旧

約 聖書 の讃美歌 の 思想 との問 には,何 か類似性 が あ ると もいわれ てい る。 最後 に,こ の

Antigoneの 嘆 きの詩を みてみ よ う。

「あなた(Creon)は あなたの道 を歩 きな さる。

私 は兄を埋葬 す る。

も し,そ の ため に死 んで も幸 福だわ。

神へ の尊崇を確 信 して い るわ。

私 はそれで満足 だわ。

あな たが生 きて いた い と仰 っ しゃるな ら生 きてい ら して下 さい。

天の神聖 な法 を査定 したい と言 われ るのな ら,そ う して下 さい。」

(Antigone,Prologue,Line1-99)

そ う して,FirstStasimon(Lines332-383)のchorusは,人 類 の多 くの達成を美 しく

歌 いあげ る。 しか し,究 極的 に は,人 類 は全 て,死 に出会 わな けれ ばな らない とい う憂 い

を含 んだ詩で終 る。 この詩 は,Sophoclesに よ って 書かれ た最 も立派 な,最 も有名 な救情

詩 の一 つで あ る。

「この地上 には驚 くべ きこ とが多 い。

この中で最大 の こ とは,人 間が存在 す る とい うことで あ る。

人間 は大洋 を渡 り,谷 を越 えて行 く。

風 は谷を わた り,海 は輝 く。

波 は うね り,う つ つに も,遠 くまで さざ波 を うってい く………。

しか し,有 るもの は人間 の力だ。

人間 の繊 細 さが,あ らゆ る機 会(チ ャンス,一 期一会,一 回切 りの出会 い)を 適 わ し

く相会 させ る。全 て の危険を も征服す る。 あ らゆ る病(や まひ)に 対 して,そ の救済

薬 まで持 って い る。

そ して,死 さえ も救 わんか な。」

V.フ ロ イ ドのOedipusComplexTheory

Freudに 従 えば,phallicphase(男 根 期3～7才)に 達 した子供 は,そ の両 親 との関係

に於て,特 殊 な性愛 的心理様態 を形成 す る。 この特殊 な幼児期 のパ ター ンは次 の様 な もの

で あ る。

男児 は,第 一 次性愛 対象 と して母 を求 め,そ の解 剖学的 な性 の相 違を3才 頃か ら発 見 し

て好奇 心を もつ。 そ して,母 への承認 の要求(needofapproval)か ら,養 護者 と して の

優 しい母の愛情 を獲得 しよ うとす る。 その時,邪 魔 なの は 父 の存在 であ る。 当然彼 は父

と競争 した り張 り合 う。 又,父 は尊 大で あ るので,父 が性 的 に去 勢化(castration)で お

ど して い ると想像 し,父 を や っつ けよ うとす る願望 を形成す る。一般 に男児 は,そ の願 望

は,あ る時は父 親殺 しに まで発 展す るので あ るが,大 抵,仲 間集団へ の参加 と,就 学期 の

到来 によ って,潜 在期(5～12才)に 達 し,再 び その性 的発動 の告知(renouncingsome

ofhissexualdesire,11-12才)に よ って,自 分 の父 と自分 を同一視 しす る ことによ って

OedipusComplexの 解 消へ 向 う。

女 児 は,同 様 な過程 を と って,男 子 よ りも早 く父 を想 い 母を ライバル と して取 り扱 い,

父の方 に慰 めを 求め る(entertainstowardherfather)。
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このOedipuscomplexと の不完全 な訣 別又 は断 ち切 り(breaking-down)は,児 童 の心

理 の不条理(disorder)例 えば,学 校恐怖 症,去 勢 不安,ノ イ ローゼ,性 的倒錯 一 を

誘因す る といわれ る。

去勢不安 を起すの は,親 が復 讐 す るので はないか とい うことを 恐れてで あ って,そ の

為,自 分 の願 望を抑圧 す る。 そのため,Oedipuscomplexを 断 ち切 れないで い るので あ

る。 しか し,性 的衝 動の エネルギー(リ ビ ドー)は,そ のは け口を求 め,性 器 い じり,露

出症 とな る。 あ るい は,子 供 同志 で性的遊戯 をす る。 しか し,そ れが同性 の親 と同一視

(identification)を と り,男 児な らば父親の力(power)や 知性(intelligence)を 摂取 しよ

うとす る形 態を と った時,ス ポー ツにあこがれ た り,勉 強に力を入れ た り して,Oedipus

complexは,発 展的解消 して,潜 在期が 来 る。女児 で も,女 ら しい優 しさを 母か ら取 り入

れ,仲 間集団で社会 化 されて解 消す る。従 って,Oedipuscomplexは,子 供 の社 会化 ・昇

華(求 知心 ・スポー ツ愛好)の ため のエ ネルギー と化 すので あ る。

男根期(3～6才)に 現われ るOedipuscomplexは,家 庭養 育期で あ るため,第 一次

愛対象 と して,一 般 に母親固着 であ る。又,こ の期 の リビ ドー の発現 は,Freudの い う小

児性欲論 とな って い る。 この エデ ィプス期 に固着 した人は,男 で は母親固着}女 で は父親

固着 とな り,第 二次 愛の対象 と して,そ の親 に似 た人を選ぶ とい う。

VI.JungのElee捷aComplexTheory

C.G.Jungは,ギ リ シ ア 悲 劇 の ヒ ロ イ ン で あ るElectraの 名 を,Oedipuscomplexの

女 性 的 変 数(femininevariant)と して 使 っ た 。 娘 が,父 親 と の 間 に 性 的 親 密 観 を 感 じ,

あ る場 合 に は 性 的 関 係 を 持 と う と す る願 望 で あ る と さ れ る 。

男 児 の 場 合 は,Freudに 従 え ば,genitalphase(12～20才),又 は,Oedipusphase(3

～7才)の 初 期 に,す な わ ち,phallicphase(3～5才 男 根 期)の 終 ろ う と す る こ ろ か ら

本 当 は 始 っ て,同 性 の 親 と競 争 し,異 性 の 親 を 求 め た り性 愛 を 感 じ,結 婚 しよ う と 思 い,

同 性 の 親 の 死 を 願 う 抑 圧 さ れ た 願 望 と な る 。

女 児 の 場 合 は,彼 女 の 愛 の 第 一 次 対 象 た る 母 の 代 り に,第 二 次 的 愛 の 対 象 た る 父 の 方 向

へ 向 い,父 の 愛 を 得 よ う と して 母 と 張 り あ う。

Electracomplexは,父 に 向 け ら れ た 愛 の 願 望(10ve-desires)の 無 意 識 的 な 抑 圧(repre-

ssing)に よ っ て,又 は,母 と の 同 一 視 に よ っ て 征 服 さ れ る 。 こ のcomplexが 完 全 に 征 服

さ れ な け れ ば,こ のphase(phallicphaseに)に 退 行(regression)を 惹 き 起 し,固 着(fixation)

す る 。 又,ノ イ ロ ー ゼ(neuroticdisorder)・ ヒ ス テ リー 性 不 安(anxietyhysteria)・ 転 換

ヒ ス テ リー(conversionhysteria)を 惹 起 す る 。 所 謂,そ の 固 着 に よ っ て,未 成 熟 な,依 頼

心 の 強 い,弱 い,子 供 っ ぽ い 女 性 が で き 上 る と い う の で あ る 。

ギ リ シ ア 神 話 上 の エ レ ク トラ の 物 語 は 次 の 様 な も の で あ る 。

エ レ ク トラ の 母 ク リュ タ イ ム ネ ー ス トラ ー は,情 夫 ア イ ギ ス トス と共 に,父 ア ガ メ ム ノ

ー ン を 殺 す 。 母 は ,ア ガ メ ム ノー ンが,ト ロ イ 遠 征 に 行 っ て い る 間 に,情 夫 を 作 っ た の で

あ る 。 父 は 帰 国 後,殺 さ れ た 。 そ し て,先 夫 の 娘 エ レ ク トラ は2人 に 虐 待 さ れ,日 夜,父

の 追 憶 に ふ け り,弟 オ レ ス テ ー ス と 共 に 復 讐 の 機 の 熟 す る の を 待 ち,2人 を 殺 す と い う

筋 で あ る 。 こ の 父 を 想 い こ が れ,母 を 殺 す エ レ ク トラ を,Oedipuscomplexのfeminine

variantと して そ れ をJungはElectracomplexと した の で あ る 。
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